
男子レギュラー部門
1回戦を逆転で勝ち上がった
市原竜太は、準決勝でも川添奨
太に1Ｇ目を取られながら、2、
3Ｇ目を連取して優勝決定戦に
進んだ。反対のゾーンからは、
谷合貴志が準決勝で斎藤祐太
選手をストレートで下して上が
ってきた。優勝決定戦は、遅く
なってきたレーンへの対応に、
ともに苦しんだ。1Ｇ目を谷合、
2Ｇは市原が取り返して迎えた
最終Ｇも我慢の展開のなか、市
原が174：171と3ピン差振り
切り、19年目で念願のレギュラ
ータイトルを手中にした。

ライクを奪えず180に終わり、西
川がＪＰＢＡ決勝大会のリベン
ジを果たした西川が、21年目
で歓喜の初優勝を飾った。

女子グランドシニア部門
斉藤志乃ぶと時本美津子とい

う二人のレジェンドの対決が実
現した女子は、2フレからのダ
ブルで先行した斉藤だが、中盤
以降は再三のスプリットに苦し
み、時本が178：157で勝利
した。男子の斎藤同様、時本も
ＪＰＢＡ決勝大会に続く優勝で、
通算35勝とした。

▲レギュラー優勝の市原「先月シー
　ズントライアルで優勝して、その経
　験があったからか、落ち着いて投
　げられた。19 年目でのレギュラー
　タイトルはすごくうれしい」
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11月9日／ラウンドワン南砂店

▲各部門の優勝者、左から男子グランドシニア・斉藤、シニア・西川、
　レギュラー・市原、　女子レギュラー・姫路、シニア・松井、グランド
　シニア・時本

ＪＰＢＡ、ＪＢＣ、ＮＢＦによる共催、㈱ラウンドワンの特別協
賛で昨年からスタートした本大会は、アマチュアもそのまま賞
金を手にできる大会として大きな話題を集めた。その昨年は、
とくに女子は、3 部門ともアマチュアにタイトルを持っていか
れるなど、苦戦が目立ったＪＰＢＡ勢が今年は奮起、6 部門完
全制覇でプロの意地を示した。

JPBA勢が6部門完全制覇
レギュラー男子

レギュラー女子
 市原竜太 16年ぶりのＶ

姫路麗が新たな一歩

●レギュラー部門 優勝決定戦
姫路 　　麗
1G  28 48 68 88 107 126 145 165 185 203

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
89 9⑧ 99 ⑧

姫路 　　麗
2G  20 37 46 65 85 105 124 143 163 183

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
8⑦ 2 99 999 9

姫路 　　麗
3G  17 36 56 76 96 116 135 152 169 178

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
9 9 797 ⑦ 29 9

佐藤 まさみ
2G  20 40 57 64 94 123 143 160 169 186

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
⑦ - 9 ⑦98 ⑦ 2

佐藤 まさみ
1G  20 37 55 64 83 100 119 138 156 174

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
89 9 97 77 ⑧ 1 7 ⑧

佐藤 まさみ
3G  18 27 45 54 73 92 112 132 150 169

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
89 898 ⑧ 1 ⑧ 1 9⑧ 9

●シニア部門 優勝決定戦

吉田 由美子
 20 40 56 64 73 93 109 128 146 155

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
⑧77 6 9 ⑧ 1⑦ 26 2

松井 八知栄
 20 48 68 88 116 136 156 175 184 203

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
988 89 ⑦ 2

●グランドシニア部門 優勝決定戦

時本 美津子
 19 36 45 65 85 102 111 131 151 178

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
8 9 9 9 76⑦ 2⑦ 2

斉藤 志乃ぶ
 20 49 69 86 95 112 120 129 148 157

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
9 9 ⑦6⑦ 2 28 1⑦ 1

●シニア部門 優勝決定戦

岡野　 秀幸
 18 37 57 76 85 104 124 144 160 180

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
999 98 18 68

西川 　　徹
 29 49 67 87 114 133 142 162 182 202

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
9 8 ⑦ 2 8⑧

●グランドシニア部門 優勝決定戦

平尾 　　勉
 20 40 58 78 96 104 123 141 160 175

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
6 6 8 9 ⑤89 9⑧ -

斉藤　 正典
 20 36 56 86 116 143 162 171 191 220

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
⑦ 2 968 9

谷合　 貴志
2G  19 37 46 64 73 93 112 121 139 157

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
889 ⑧ 189 ⑧ 1 9⑧ 8 1

谷合　 貴志
3G  20 39 48 57 75 93 113 133 152 171

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
98 99 9 - 89 9⑦ 2

谷合　 貴志
1G  20 50 78 98 118 138 158 178 198 215

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
⑦98 8 -9

●レギュラー部門 優勝決定戦
市原　 竜太
1G  9 29 59 87 107 126 145 165 185 204

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
68 99 99 - 9

市原　 竜太
3G  19 28 46 55 75 95 115 135 155 174

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
⑧9 97 2 ⑧ 1 9 9

市原　 竜太
2G  9 29 48 67 86 95 115 145 175 205

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
99 9 9 -9⑧ 1

女子レギュラー部門
姫路麗は通算20勝を挙げた

ＪＰＢＡ決勝大会の優勝決定戦
の相手・三浦美里を、1回戦で
2：1で下すと、2回戦はアマで
唯一決勝トーナメント進出の今
井双葉選手をストレートで退け
た。一方佐藤まさみは、1回戦
の川口富美恵、2回戦の板倉奈
智美ともにフルゲームで下して
勝ち上がってきた。優勝決定戦
は、1Ｇずつを取り合っての最
終Ｇ、佐藤は序盤の2つのスプ
リットによるオープンを挽回し
切れず、姫路が178：169で
制して、21勝目を挙げた。

男子シニア部門
優勝決定戦は、ＪＰＢＡ決勝

大会と同じ西川徹と岡野秀幸の
対戦となった。西川が2つのダ
ブルで202とまとめたのに対し、
岡野は右レーンで最後までスト

▲2週前に永久シード獲得の姫路「ま
　だ 20 勝の喜びに浸り切れていない
　のに、こんな短いスパンで 21 勝目
　を挙げられるなんてびっくりです。
　40 歳を迎えて心・技・体が整って
　きているのを感じる」 女子シニア部門

準決勝を逆転で勝ち上がって
きた松井八知栄と、6部門を通
じてただ一人アマチュアで優勝
決定戦まで勝ち残った吉田由美
子選手の対戦となった。4、5フ
レを連続オープンの吉田選手を、
2つのダブルで大量リードの松

▲24 年ぶりの優勝に「優勝ってこん
　なに気持ちのいいものだったんだ
　って、思い出させてもらった」と松井
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男子グランドシニア部門
斉藤正典と平尾勉の優勝決
定戦は、なかなかストライクを
つなげられない平尾に対し、4
フレからのフォースで一気に突
き放した斉藤が220：175で
制して、2週前のＪＰＢＡ決勝
大会に続く通算12勝目を挙げ
た。
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井がそのまま203：155で退
け、24年ぶりの5勝目を挙げ
た。
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